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都市と農山漁村の新たな共生・対流

システムの構築に関する調査 



は じ め に 
 

農山村は、食糧生産とともに国土の保全等の多面的機能を有しており、日本的な風景や

日本的文化の基となる重要な役割を担っている。 

また、豊富な地域資源が存在し、自然回帰を志向する都市住民やＵＪＩターン者等農山

村への定住を希望する者も増加している。 

今後、団塊の世代が、順次定年退職を迎えることから、都市部の中高年層を中心に農山

村への定住や中長期的・反復的な滞在者も増加すると見込まれる。 

しかしながら、農山村地域は、過疎化・高齢化に歯止めがかからず、地域活力の低下や

放置された森林、農地の拡大といった困難な状況に直面している。 

和歌山県においては、「緑の雇用事業」、「企業の森」などにより、山村への定住促進や森

林再生への新たな担い手の誘致に取り組んできたが、人口減少等が進行しており、さらに

外部からの人材の誘致・活用や都市部の企業など多様な主体との交流・連携による農山村

の活性化を図っているところである。 

こうしたことから、和歌山県では、国土交通省の平成 18 年度国土施策創発調査費の配分

を受けた農林水産省の「都市と農山漁村の新たな共生、対流システムの構築に向けた調査」

を実施するものである。
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